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　平成３０年８月の豪雨の際、町内にある４つの指定福祉避難所すべてが、浸水等により避難が困難な状

況となったことから、町では防災体制の再構築を図るため、また町民の健康促進に寄与するため、新た

な福祉避難所の整備を進めています。完成は令和３年３月中を予定しています。

　７月２９日、町福祉避難所の建設着工に先立ち、地鎮祭並びに安全祈願祭が行われました。

町福祉避難所の建設始まる

「避難行動判定フロー」  あなたがとるべき避難行動は？
「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自宅の災害リスクと、とるべき行動を確認しましょう。

ハザードマップで自分の家がどこに
あるか確認し、印をつけてみましょう

～安心できる避難場所、町民の健康促進に～

ハザードマップと「避難行動判定フロー」で避難を確認

●建設場所 : 舟形字ハリヨ地内（舟形ほほえみ保育園向かい）

●平常時利用

　・防災に関する研修の場に活用

　・健診や健康相談など、町民の健康促進に関することに活用

　・子育て支援センターとして、子育て世代の交流の場や子どもたちの遊び場としての活用

　・介護予防教室などにも利用でき、子どもから高齢者まで幅広い世代で活用

●非常時利用

　・乳幼児、要配慮者など１１０名を収容

　・乳幼児世帯、要配慮者用のスペースをそれぞれ確保

　・調理室を設け、炊き出しなどにも対応

▼問い合わせ／舟形町地域整備課防災拠点整備室　☎（３２）０９１５

町から｢避難勧告｣等が発令された場合は、
原則として、自宅の外に避難が必要です

安全な場所に住んでいて身を寄せられる
親戚や知人はいますか？

家がある場所に色が塗られていますか？
色が塗られていなくても、周りと比べて
低い土地や崖のそばなどにお住まいの方
は、町からの避難情報を参考に必要に応
じて避難してください。

※ハザードマップは、浸水や土砂災害が発生するおそれ
　の高い区域を着色した地図です。着色されていないと
　ころでも、災害が起こる可能性はあります。

安全な親戚や知人宅に避難
しましょう（日頃から相談
しておきましょう）

町が指定している
指定避難所に避難
しましょう

はい

はい いいえ

いいえ

施　　設　　名対象地区

ハザードマップは
こちらから

生涯学習センター
舟形小学校
中央公民館

富長交流センター
農村環境改善センター

長沢地区

舟形地区

富長地区
堀内地区

【舟形町指定避難所】

せき

チェックしましょう
家庭で備える非常持ち出し品

　新型コロナウイルス感染症対策に備えるため、各家庭で準備しておくものも増えています。
家族構成を考え必要数をそろえて、保管しておきましょう。
　家族で話し合い、災害に備えることが大切です。この機会に考えてみましょう。

□医薬品
　常備薬のほか、包帯、絆創膏、
　かぜ薬、解熱剤、胃腸薬など。
□非常食・飲料水
　調理不要な缶詰、乾パン、
　ペットボトルなど、３日分を用意。
□軍手・タオル・着替え
　衣類は、夏場でも長袖･長ズボンを準備。
　めがね、補聴器など。
□携帯ラジオ・携帯電話
　ラジオはＡＭ･ＦＭの両方聴取できるもの。
　携帯電話等の充電器。
□懐中電灯
　一人に１つ用意。できれば
　予備電池・電球も併せて準備。
□お金・貴重品
　現金（小銭）、
　免許証なども準備。

新型コロナウイルス感染症対策用品
次のものを準備してください。
 □マスク
 □体温計
 □手指衛生用製品
　※アルコール消毒液、
　　ウエットティッシュ、ハンドソープ等

ばんそうこう

▼問い合わせ／
舟形町住民税務課危機管理室
　　　　　☎（３２）０１５５
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特集：命を守る


